
























大正15 昭和6 昭和U 昭和16 日召和19 昭和26 昭和31 昭和36
120編 131編 144編 113編 42編 120編 105編 124編
昭和41 昭和46 昭和51 昭和56 昭和61 平成3 平成8
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大正15。 63 57 90％
昭和6年 87 70 80％
昭釦11， UO 95 86％
昭和16 54 53 98％
昭和19 32 30 94％
日召和26・， 51 33 65％
昭和31 118 60 51％
昭和36・ 139 37 27％
日召和41・， 170 31 正8％
昭和46年 120 23 19％
昭和51 233 16 7％







昭和6年 23 19 83％
昭和11 28 19 68％
昭和16 18 11 61％
昭和19 8 4 50％
昭和26 4 1 25％
昭和31 42 1 2％
昭和36 40 1 3％
昭和41 44 2 5％
昭和46 5 0 0％
昭和51 42 0 Q％
昭和56 24 0 0％
昭和61 27 0 0％
平成3年 8 0 0％





正15・ 28 28 100％
昭和6年 24 22 92％
昭和11 35 34 97％
昭和16 31 30 97％
昭和19 22 21 95％
昭和26 42 29 69％
昭和31 17 9 53％
昭和36 41 26 63％
昭和41 51 20 39％
昭和46 37 20 54％
昭和51 38 16 42％
昭和56’ 53 29 55％
昭和61 42 22 52％
平成3年 36 18 50％


































































































大正15年 昭和6年 昭和U年 昭和16年 昭和19年 昭和26年 昭和31年 昭和36年 昭和41年 昭和46年 昭和51年 昭和56年 昭和61年 平成3年 平成8年
お・ご～になる 14 21 21 22
6 3 4 2 3 0 0 3 o 0
0
お・ご～なさる 0 0
0 0 0 0 0 o 0 0 0 0 0
0 0
お・ご一くださる 3 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0
お・ご～だ（です） 0 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 ⑪ 0 o
0
～なさる 1
1 o 0 0 0 o 0 0 0 0 0
0 0 0
～ていらっしゃる 12 17 20 10
7 7 10 5 3 3 2 4 2 1 o
～てくださる 9 M 13 9 6 12 9 13 8 14
9 6 8 10 7
～（ら）れる 2 6 5 3
4 0 2 1 2 1 1 7 0
1 3
おっしゃる 29 40 52
31 16 20 28 26 27 14 15 14 16 8
14
いらっしゃる 5 3
7 6 1 4 3 2 1 五 1 3
2 1 6
なさる 0 0
1 6 1 1 1 0 0 0 1
1 0 0 0
くださる 0 0
2 0 1 1 0 o 3 1 0 0 0
0 0
ごらんになる 1 0
0 1 1 0 0 0 0 0 o o
0 0 0
なくなる 0 0 0
0 0 0 3 0 1 0 1 2
1 2 1
合計 76 102 121
89 43 48 60 49 48 34 30 40 29 23
31
（表3－2）謙譲語の変化
大正15年 昭和6年 昭和11年 昭和16年 昭和19年 昭和26年 昭和31年 昭和36年 昭和41年 11召和46年 昭和51年 昭和56年 昭和61年 平成3年 平成8年
お・ご～する 3 6 15
6 2 ．　　　5 3 4
1 2 0 1 0 0 1
お・ご～申し上げる 3 0 0 0
1 1 0 0 0 0 0 0 0
0 0
～ていただく 2 2




｝ 0 0 0 0 0 0 u 0 0 0
0 0 0
お・ご一いたす 0 0 0
0 1 0 0 0 0 0 0 o 0 0
0
さしあげる 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
0 0
いたす 1 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
D
いただく 3 2 0 0
0 0 0 0 4 4 0 1 1 4 3
うかがう 0 6 6 2
2 1 2 5 0’ 0 0 0 1 0 0
お目にかかる 2 0
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0
まいる o 0 0
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
拝見する 0 0 1 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 15 16 35




















大正15 昭和6 昭和11 昭和16 昭和19 昭和26 昭和31 昭和36 昭和41 昭和46 昭和51 昭和56 昭和61 平戒3 平成8
おとうさま 18 26 28 15 10 4 21 6 2 8 12 12 13 7 9
父上 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
父 1 1 3 0 0 2 4 2 6 2 14 8 11 5 8
おとうさん 0 0 0 1 0 1 5 6 13 4 9 10 1 10 8
おとうちゃま 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
ノぐノぐ 0 0 0 0 0 1 1 11 13 6 1 3 3 2 0
表4－2　母親に対する呼称
大正15 昭和6 昭和11 昭和16 昭和19 昭和26 昭和31 昭和36 昭和41 昭秘6 昭和51 昭和56 昭和61 平成3 平成8
おかあさま 29 24 35 19 5 9 25 21 10 21 15 20 25 10 9
母上 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
母 1 2 2 1 0 6 5 8 9 6 17 14 ユ4 ユ1 14
おかあさん 0 0 G 1 0 3 6 10 23 5 16 19 11 ユ5 8
おかあちゃま 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
ママ
0 0 0 0 0 2 1 16 12 11 3 4 2 4 0


























1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計
昭和26年 0 0 0 o…ii窪
難・iii　i葉……建…i… 8
昭和31年 0 0 0 0
iii　i・i…i…i…i蓑…i……i
…塁…羅i 9




昭和46年 0 0 0
1ii……iiili…嚢ii…≡i…ii…． 翼i…… 8
















1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計
大正15年 4 8 14 17 10 28 81
昭和6年 16 12 8 14 30 9 89
昭和ll年 4 48 19 21 12 10 114
昭和16年 11 12 7 ユ8 10 6 64
昭和19年 12 8 4 5 0 5 34
昭和26年 7 2 6 10
71i…iii…簗ii 34
昭和31年 12 18 4 19
61ii…i…ii…i糞…1 61
昭和36年 8 9 6 4
9…li　iiiii…ii…糞、i、
38
昭和41年 4 10 14 4…i…iii嚢
ii葦iii　ii…、ii……ii葺li
33
昭和46年 4 15 1
3iii欝i…i…ii…ii・ii華iii 23
昭和51年 1 9 1 3
2ii………i…ii……i鐸i・i
16
昭和56年 ユ 2 3
10難…ii……i美iii・ii……i…li……≒
簸 18
昭和61年 2 3 3 2 2
嚢iiiii…嚢…li
12








1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計
大正15年 0 6 3 2 10 7 28
昭和6年 6 2 2 1 9 2 22
昭和ll年 3 7 1 1 7 15 34
昭和16年 0 2 4 3 12 9 30
昭和19年 1 2 1 0 13 4 21
昭和26年 1 5 5 6 8 4 29
昭和31年 0 2 3 0 0 4 9
昭和36年 1 5 8 1 6 5 26
昭和41年 ユ 2 6 4 0 7 20
昭和46年 0 5 2 7 3 3 20
昭和51年 3 2 1 0 7 3 16
昭和56年 1 0 4 7 ユ1 6 29
昭和61年 0 0 8 8 5 1 22
平成3年 2 3 5 3 1 4 18
平成8年 5 5 8 8 2 7 35
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差はあまりみられず、ほとんどが個人差となっているのに比べ、家族に対する敬語使用
は、高学年では少なくなり、表5と表6－1の網掛け部分がほぼ重なっていることも興
味深い点である。
　「父」「母」の名称を使用する割合が高い高学年では、また家族に敬語を使わないと
いった意識が働いていることがここからも推察される。
　柴田・鈴木（1959）「人前で『母』というようになる年頃」についての調査によると、
小学校ではほとんど「母」と言わないのに対し、高校では大部分の人が「母」というよ
うになり、「母」の率は中学校にあがるときに急激に高まることが明らかになっている。
人前では呼称を使わず、正しく名称を使用するという意識が身に付くのは、一般には中
学生段階とみられるが、『小ざくら』では、やや早いと見ることができよっ。
　さらに、家族間の敬語使用および先生に対する敬語使用の男女差（戦後のみ）に関し
ては、女子の敬語の使用例が多いという傾向がみられた。本稿では詳しく言及すること
はできないが、戦前の男女差も含め、今後、さらに、検討を加えていきたい。
　　　3．むすび
　本稿で、「小ざくら』調査を通して明らかになったことは、次のような点である。
1　戦前は上下関係、身分関係を基盤とした敬語使用が行なわれたのに対して、戦後は
　固定的な関係ではなく、場面に基づいた敬語使用が行われている。
2　場面に基づく敬語使用では、対者敬語としての丁寧語が多く使用される。従って、
　第三者を高める尊敬語、謙譲語の使用は減少した。
3　敬語の「簡素化」が進んでいる。
4　このような調査結果は、「これからの敬語」が奨励している点とほぼ一致している。
5　『小ざくら』では、すでに小学校高学年段階で「父」「母」に移行しているのは、
　学習院の特殊性か、あるいは指導の結果とみられる。
　なお、本稿では、男女差の問題に関しては十分考察を行うことができなかった。また
学習院初等科以外の、いわゆる一般の小学校の文集もこの問題を深めるためには不可欠
な資料である。これらの問題点を今後の課題として、さらに調査を進めていきたい。
主
1
2
9
0
昭和21年は休刊のため、昭和19年の作文で調査を行ったが、戦中で、作文の数が
少なくなっている。
会話文は除き、地の文のみを取り上げて調査を行った。
「（ら）れる」は、現在、尊敬表現の主流となっている。
　そのため、『小ざくら』の中でも、「言われる」の形式が多く使用されると予想
されたが、「言われる」は尊敬語としてよりも、むしろ、受身形としてよく用い
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られている。
明治の国定教科書で「おとうさん」「おかあさん」が採用’ ｳれるが、当時の学習
院では、教科書に出てくる「おとうさん」「おかあさん」を、わざわざ「おとう
さま」「おかあさま」に書き直させていたことが知られている。
金田一（1978）の指摘によると、昭和46年には、国語審議会で、当用漢字の改訂
音訓表が承認され（例えば「きく」という単語に対して、「聞く」のほかに「聴
く」が認められた）、47年にも送り仮名の改訂により、昔のような自由が許され
ていることも、このような動きである。
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